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「 ゼロエミッション・マテリアルへの戦略
 バイオ化・軽量化・リサイクル・断熱 」

　温室効果ガス・ゼロエミッション 2050 は我が国の総力を挙げて達成しなければならない課題です。

今年度のナノセルロースシンポジウムでは、使えば使うほど大気中の二酸化炭素が減っていくゼロエ

ミッション・マテリアルの実現において、セルロースナノファイバー材料がキーマテリアルとなる可能

性を、①バイオ化、②軽量化、③リサイクル、④断熱の観点から検証し、参加者全員で共有したく思い

ます。

* セルロースナノファイバーについては下記の URL をご覧ください。

「セルロースナノファイバーの現状と未来」http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/labm/news/new

「京都プロセスで製造した CNF 強化材料の特性」http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/labm/news/new

■日　時：令和 3 年 3 月 9 日（火）

プログラムプログラム
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CNF 材料の特徴と実⼒
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バイオマスプラスチックの現状
⽇本バイオプラスチック協会

吉⽥ 正俊⽒
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温暖化ガス排出削減を⽬指した
CNF 強化バイオ PE の開発

（地独）京都市産業技術研究所
野⼝ 広貴⽒
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⾃動⾞部品⽤途への CNF 強化
バイオポリエチレンの適⽤検討

トヨタ紡織㈱
和⽥ 卓⽒
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⽇⽤雑貨品への CNF 材料の応⽤
㈱上⼭製作所
上⼭ 哲⽣⽒
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CNF 強化バイオマスプラスチック
（地独）京都市産業技術研究所

仙波 健⽒
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CNF/ PLA
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ライフサイクル評価から考える
CNF 強化樹脂の脱炭素化

東京⼤学「プラチナ社会」総括寄付講座
兼松 祐⼀郎⽒
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熱可塑性樹脂と CNF の
ナノコンポジットの成形性

― 発泡射出成形を事例として ―
京都⼤学⼤学院⼯学研究科

⼤嶋 正裕⽒
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15

SEM micrographs for the (a) 18-fold PP/CNF nanocomposites foams viewed parallel to 
the core-back direction, (b) the core layer, and (c) is the magnified image of (b). The 
vertical direction is the core-back direction
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CNF 強化 PA6 を⽤いた３Ｄプリンター
成形体の⼒学的特性とその応⽤

京都⼤学⽣存圏研究所
奥平 有三⽒
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100％ CNF 材料の開発と応⽤事例の紹介
利昌⼯業㈱

奥村 浩史⽒
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レースカーへの CNF 材料の応⽤事例
⼤王製紙㈱

⽟城 道彦⽒
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CNF 強化樹脂のマテリアルリサイクル
京都⼤学⽣存圏研究所

⽮野 浩之⽒
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CNF の特徴援⽤による
遮光・遮熱機能ガラスの開発

熊本県産業技術センター
永岡 昭⼆⽒
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